
一 般 質 問

災
害
に
備
え
防
災
リ
ー
ダ
ー
配
置
を

地
元
区
に
依
頼
し
て
い
く

問

答

鈴
すず

木
き

 久
ひさ

夫
お

 議員
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い
ま
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　

地
元
自
主
防
災
会
の
体
制
強

化
な
ど
、
実
践
力
の
あ
る
組
織

に
変
え
、
想
定
を
超
え
た
災
害

に
備
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

専
任
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

配
置
を
。

 

総
務
部
長　

現
実
的
に
は

難
し
い
が
、
地
元
区
に
依
頼

し
て
い
く
。

 

防
災
会
の
体
制
と
役
割
分

担
を
明
確
に
。

 

安
全
テ
ラ
ス
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
取
り
組
み
課
題
の
ひ

と
つ
と
考
え
る
。

 

迅
速
な
被
害
情
報
収
集
に
、

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
。

 

人
的
、
物
的
に
課
題
も
多

い
が
、
今
後
研
究
を
進
め
て

い
く
。

 

発
災
後
、
各
防
災
会
が
活

動
す
る
拠
点
を
明
確
に
。

 

来
年
度
か
ら
、
自
主
防
災

会
の
組
織
図
に
記
入
す
る
よ

う
な
工
夫
を
す
る
。

 

災
害
時
の
避
難
所
開
設
と

運
営
は
、
ほ
と
ん
ど
が
地
元
。

　
　

町
は
、
地
元
と
事
前
調
整

を
。

 

今
後
、
行
政
区
や
学
区
ご

と
に
、
必
要
な
準
備
と
調
整

を
進
め
て
い
く
。

 

水
・
食
糧
な
ど
の
、
家
庭

内
備
蓄
が
重
要
で
あ
る
。
徹

底
し
た
周
知
を
。

 

各
訓
練
を
通
じ
て
広
報
し

て
い
く
。

　

海
谷
区
地
内
の
県
道
路
事
業

が
、
休
止
さ
れ
進
展
が
な
い
状

態
が
続
い
て
い
る
。
本
道
路
は
、

ほ
場
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
、

用
地
の
協
力
が
さ
れ
て
い
る
。

　

事
業
の
再
開
を
問
う
。

 

県
に
協
力
し
た
用
地
面
積

と
、
取
得
割
合
は
。

 

建
設
部
長　

用
地
買
収
済

み
の
面
積
は
約
１
万
６
０
０

　

０
㎡
で
、
進
捗
率
は
約
47
％
。

 

安
城
蒲
郡
線
の
道
路
事
業

再
開
に
向
け
、
幸
田
町
の
考

え
は
。

 

町
と
し
て
も
必
要
な
道
路

と
考
え
、
県
に
整
備
を
要
望

し
て
い
く
。

 

未
買
収
区
間
西
側
一
帯
の
、

土
地
利
用
構
想
も
あ
る
。
ア

ク
セ
ス
道
路
が
必
要
と
な
る

が
考
え
は
。

 

面
的
整
備
が
行
わ
れ
る
場

合
は
、
周
辺
の
道
路
網
を
同

時
に
検
討
す
る
。

 

三
ヶ
根
駅
西
横
断
歩
道
橋

が
劣
化
し
て
い
る
。

　
　

全
面
的
な
改
良
を
し
、
通

学
児
童
た
ち
の
安
全
確
保
を
。

 

今
年
度
、
県
が
修
繕
工
事

を
実
施
す
る
予
定
と
聞
い
て

い
る
。

深溝学区の防災訓練

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

問

答

安城蒲郡線の
事業再開の考えは

県に整備を要望
していく



野場1号線を先行整備すべきだ問

町道路整備計画の中で進める答

一 般 質 問

伊
い

澤
ざわ

 伸
しん

一
いち

 議員
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菱
池
遊
水
地
の
用
地
買
収
予

算
が
措
置
さ
れ
、
今
年
と
来
年

度
で
買
収
で
き
る
見
通
し
と

な
っ
た
。

 

遊
水
地
と
関
連
の
深
い
野

場
横
落
線
を
、
現
在
の
計
画

ど
お
り
築
造
す
る
う
え
で
の

問
題
点
は
何
か
。

 

建
設
部
長　

鉄
道
及
び
広

田
川
を
ど
う
横
断
す
る
か
で

あ
る
。

 

全
線
開
通
の
た
め
、
起
終

点
変
更
も
検
討
す
る
考
え
は
。

 

鉄
道
と
広
田
川
を
立
体
交

差
す
る
と
い
う
、
現
在
の
都

市
計
画
決
定
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

 

遊
水
地
築
造
工
事
用
道
路

と
し
て
、
野
場
1
号
線
を
先

行
整
備
す
べ
き
だ
。

 
今
後
の
町
道
路
整
備
計
画

の
中
で
、
取
り
組
み
を
進
め

る
。

 

工
事
用
土
砂
は
地
元
で
採

取
し
、
跡
地
を
利
用
し
て
は
。

 

跡
地
の
利
活
用
を
目
的
と

し
て
、
県
が
築
堤
の
た
め
の

土
砂
を
採
取
す
る
開
発
は
難

し
い
。

 

町
管
理
と
な
る
遊
水
地
の

利
用
計
画
方
法
作
成
の
プ
ロ

セ
ス
は
。

 

町
民
の
総
意
に
基
づ
い
た

計
画
策
定
を
心
が
け
る
。

 

維
持
費
の
試
算
結
果
を
公

表
し
、
意
見
を
求
め
る
考
え

は
。

 

町
民
に
も
意
見
を
求
め
る

ス
テ
ッ
プ
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

　

昭
和
後
半
か
ら
平
成
前
半
に

か
け
て
、
全
町
に
わ
た
り
ほ
場

整
備
事
業
が
行
わ
れ
、
将
来
に

必
要
と
な
る
多
く
の
道
路
用
地

が
地
権
者
の
減げ

ん

歩ぶ

で
出
さ
れ
て

い
る
。

 

ほ
場
整
備
事
業
で
用
地
確

保
済
み
で
、
未
施
工
路
線
の

状
況
は
。

 
建
設
部
長　

野
場
1
号
線
、

永
野
1
号
線
、
野
場
横
落
線
、

安
城
蒲
郡
線
、
須
美
福
岡
線

な
ど
が
あ
る
。

 

昭
和
・
平
成
時
代
の
積
み

残
し
事
業
で
、
事
業
化
さ
れ

な
い
理
由
。

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
以
外

の
部
分
で
、
用
地
取
得
が
難

航
し
て
い
る
。
他
の
路
線
の

整
備
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
相

対
的
に
整
備
順
位
が
下
が
っ

た
も
の
な
ど
。

 

建
設
中
の
藤
田
医
科
大
学

岡
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
、

Ｊ
Ｒ
線
西
側
地
域
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
重
要
な

永
野
1
号
線
の
早
期
改
良
を
。

 

野
場
福
岡
線
の
完
成
を
待

つ
こ
と
な
く
、
町
と
し
て
の

整
備
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る

か
、
県
と
協
議
を
し
て
、
円

滑
な
通
行
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
。

整備が待たれる永野1号線

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

問

答

永野1号線の
早期改良を

円滑な通行ができる
ように努める




